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江府町の人口

（2月28日現在）

世帯数1251世帯
人　口　瑚94人
（前月比　8人滅）
（男）　2354
（女）　わ40

出　生　　2

（男）
（女）

転　入

（男）

（女）
転　出

（男）

（女）
死　亡

（男）

▲一つの作品を皆で作る薬しさは格別

郷
土
の
伝
説
を

舐
し
ぼ
い
に

江
府
町
高
校
友
の
会
〃
キ
ャ
ラ
ボ
ク
〃
で
は

高
校
生
活
の
思
い
出
に
、
町
内
に
伝
わ
る
昔
話

の
紙
し
ぼ
い
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

キ
ャ
ラ
ボ
ク
は
、
中
学
校
卒
業
後
、
同
窓
生

が
集
ま
っ
て
交
流
や
親
睦
を
深
め
る
機
会
を
作

り
、
高
校
在
学
中
に
自
立
心
や
連
帯
感
、
社
会

参
加
の
意
識
を
高
め
よ
う
と
昭
和
五
十
一
年
に

結
成
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
全
員
百
五
〇
名
。

紙
し
ぼ
い
作
り
の
ほ
か
、
交
流
会
、
各
種
講
座

参
加
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
と
積
極
的
に
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

紙
し
ぼ
い
は
、
今
年
で
三
作
目
。
何
度
も
話

し
合
っ
て
題
材
を
決
め
、
脚
本
、
下
絵
書
き
と

作
業
も
結
構
複
雑
で
時
間
を
要
し
ま
す
が
、
一

つ
の
作
品
を
み
ん
な
で
作
る
楽
し
さ
、
完
成
し

た
と
き
の
満
足
感
は
何
と
も
い
え
な
い
と
の
こ

と
。今

年
の
作
品
は
”
弘
法
さ
ん
と
河
童
〟
と
い

う
お
話
。

完
成
し
た
作
品
は
、
保
育
園
や
小
学
校
で
発

表
し
、
子
供
た
ち
や
先
生
に
大
変
喜
ば
れ
て
い

ま
す
。

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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農業センサスの結果まとまる

農業従事者2，518人

▲白ネギは夏だいこんにつぐ特産品

経営規模別農家数の推移

区 分
例 外

規 定

0 ．0 5 0 ．3 0 ．5 1 ．0 1 ．5 2 ．0

年次 一－－－ 一一・　） 一－－ ～ ～ 以 上

（昭抑 0 ．3 0 ．5 1 ．0 1 ．5 2 ．0

3 5 年 1 1 1 2 10 8 3 9 9 2 7 3 5 2 10

4 0 年 9 9 10 7 3 4 3 2 7 5 9 3 1 7

4 5 年 1 0 7 94 3 2 2 2 5 9 1 0 3 2 8

5 0 年 1 2 3 1 0 7 3 2 6 2 2 0 7 3 4 0

5 5 年 1 2 3 1 1 8 3 2 8 1 7 7 8 1 4 3

6 0 年 1 3 5 1 2 1 2 9 9 1 6 2 7 1 5 4

昭
和
六
十
年
二
月
一
日
現
在
で
実
施
し
た
農
業
セ

ン
サ
ス
の
結
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

農
業
セ
ン
サ
ス
と
は
、
五
年
に
一
団
農
業
の
実
態

を
調
査
し
て
、
国
や
県
、
そ
し
て
町
の
農
政
の
指
針

に
役
立
て
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
調
査
の
農
家
は
、
田
畑
五
㌦
以
上
を
耕
作
、

ま
た
は
過
去
一
年
間
の
農
産
物
の
販
売
額
が
十
万
円

以
上
あ
る
と
い
う
農
家
で
す
。

比
べ
三
十
四
戸
増
加
し
、
兼
業
の

方
が
お
も
な
農
家
へ
の
移
行
は
十

戸
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

農
業
従
事
者
…

十
年
前
の
五
十

専
業
は
総
農
家
数
の
0
・

9
％

l

農
家
数

総
農
家
数
は
、
八

．
…
百
四
十
二
戸
。

昭
和
五
十
五
年
よ
り
二
十
八
戸
、

十
年
前
の
昭
和
五
十
年
よ
り
四
十

七
戸
減
り
ま
し
た
。

専
・
兼
業
別
で
は
、
農
農
が
主

を
兼
業
農
家
は
、
七
十
二
戸
減
っ

て
百
三
十
八
戸
。
専
業
農
家
は
、

総
農
家
数
の
十
・
九
霊
。
前
回
に

．
．
上
：
．
∵
…
工
年
の
従
事
者
は
、

男
千
三
百
六
十
四
人
、
女
千
四
百

十
八
人
で
し
た
。

今
回
は
、
男
千
二
百
四
十
七
人
、

女
千
二
百
七
十
一
人
と
な
り
、
十

年
間
で
二
百
六
十
四
人
減
り
、
前

回
に
比
べ
て
百
七
人
減
り
ま
し
た
。

ま
た
、
年
間
を
通
じ
て
百
五
十

日
以
上
従
事
す
る
人
は
、
こ
の
五

年
間
に
男
三
十
七
人
、
女
二
十
四

一
月
町
議
会
臨
時
会

一
月
二
十
二
日
、
開
催
さ
れ
た

町
議
会
で
「
江
府
町
多
目
的
研
修

施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
」
が
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

本
町
で
は
、
昭
和
丘
十
六
牛
．
▲
一

月
条
例
制
定
以
来
、
各
事
業
に
よ

り
、
地
区
集
会
施
設
を
設
置
し
、

各
施
設
の
効
果
的
運
営
管
理
に
り

っ
て
い
ま
す
が
、
昭
和
六
十
年
度

に
地
域
農
業
拠
点
整
備
事
業
に
よ

り
、
栗
尾
地
区
に
集
会
施
設
を
設

置
し
た
の
で
、
同
条
例
に
追
加
す

る
も
の
で
す
。

町
長
の
行
政
報
告

二
月
町
議
会
臨
時
会
か
ら
）

総

　

務

十
二
日
十
三
日
、
教
育
委
員
会

関
係
の
施
設
及
び
備
品
の
管
理
状

況
監
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

十
二
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
一

日
ま
で
、
年
末
の
交
通
安
全
運
動

が
全
国
い
っ
せ
い
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
期
間
中
、
本
町
で
も
各
種
団
体

の
協
力
を
得
て
、
街
頭
指
導
、
パ

レ
ー
ド
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
作
戦

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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農家数の専・兼業別推移

専業農家　　　第1種兼業（農業が主）　第2種兼業（兼業が主）

＿一一一′
烹 置 ；≡温 ，∃ 5 3 8 戸

（6 0 ，5 ％ ）

戸 　　　　　　　　　　 ′l
5％）／

6 0 2戸
（69 ．2％ ）
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‡姜F面 声師 岡 6 12戸 （72 ．7 ％）

年
　
6
佑
年
5
“
年

人
減
少
。
十
年
間
で
は
、
男
女
合

わ
せ
て
三
百
十
一
人
減
り
ま
し
た
。

㈲
㈲
転
鍼
偶
∽
桐
冊
、

農
用
機
械
の
普
及
は
、
い
ち
じ
る

し
い
伸
び
を
示
し
て
い
ま
す
。

個
人
所
有
の
機
械
だ
け
を
み
て

み
る
と
、
耕
う
ん
機
・
ト
ラ
ク
タ

ー
は
、
農
家
数
八
百
四
十
二
戸
に

対
し
て
千
百
三
十
一
台
で
百
三
十

四
％
、
十
年
前
よ
り
二
百
六
十
九

台
、
五
年
前
よ
り
も
九
十
五
台
増

え
、
こ
の
十
年
間
に
一
二
二
倍
と

在
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
田
植

機
も
四
百
三
十
九
台
で
五
年
前
の

一
・
七
倍
に
増
え
て
お
り
、
ほ
場

整
備
等
の
基
盤
整
備
と
合
わ
せ
、

⑳
農
業
の
本
格
的
機
械
化
時
代
を
う

か
が
わ
せ
ま
す
。

㈲
風
面
齢
用
益
摘
棚
冊

二
筋
で
、
前
回
の
七
百
七
十
四
㍍

に
対
し
、
十
二
㍍
減
っ
て
い
ま
す
。

細
地
面
積
の
内
訳
は
、
田
五
百

八
十
一
㍍
、
畑
百
七
十
筋
、
樹
園

地
十
一
㍍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

経
営
規
模
別
農
家
数
で
は
、
一

・
五
㍍
以
上
の
耕
地
面
積
の
農
家

が
定
着
化
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

米
作
中
心
の
農
業
か
ら
大
根
・
白

ネ
ギ
・
ホ
ウ
レ
ン
草
な
ど
の
高
冷

地
野
菜
栽
培
と
経
営
が
多
角
化
し

た
こ
と
、
ま
た
機
械
化
に
よ
る
合

理
化
に
よ
る
も
の
で
す
。

町　長　日　誌

1　　月

4日（＿0　仕事始め
5日（日）新春マラソン大会
6日（月）消防出初式、議会運営委員会
7日仇）在勤

8日（水）県立米子図書館協議会、消防団第1
分団会議

9日休）商工会懇和合、江尾財産区会管理会
10日（金　西部町村会、消防第2分団会議
11日（土）本町1丁目公民館しめん工式、町内

弔問
12日（日）江尾区自衛消防隊出初式
13日（日）町内葬儀
14日伏）大山山麓開拓事務所長来庁、建設課

事業入札
15日（水）成人式、高齢者顕彰式
16日（木）農業委員会、建設課事業入札、町青

年団来庁
17日（金　国体宿泊施設感謝状贈呈式、国体実

行委員会総会、国体解散式、大河原
部落役員来庁

18日（刃　農協陳情会
19日（日）江府町婦人大会

20日（日）臨時町村会、中国電力㈱会議、町内
弔問

21日伏）日野病院CT導入祝賀会、西部広域
正・副管理者会議、大山山麓開拓事
務所長来庁

22日（水）町議会臨時会、レストハウス完工視

察、北条町議会視察来庁
23日（杓　在　勤

24日（劫　西部地区同和問題研修会、町内小中

学校PTA来庁

25日LU　総合計画審議会、本町5丁目行政座
談会

26日（日）農協婦人部家の光大会

27日（剛　予算査定、県農林部長来庁

28日（火）予算査定、町内弔問
29日（水）予算査定、町内葬儀

30日（日）予算査定

31日（劫　H二府町スキー大会、畜産経営者会議、
中国電力俣野川発電所建設所長来庁

等
を
展
開
し
、
交
通
安
全
意
識
の

高
揚
に
努
め
ま
し
た
。

民

　

生

一
月
十
五
日
、
成
人
式
と
合
わ

せ
、
本
年
の
高
齢
者
顕
彰
を
行
い

十
九
名
の
顕
彰
者
を
表
彰
し
て
長

寿
を
お
祝
い
す
る
と
と
も
に
、
家

庭
に
対
し
て
介
護
年
手
当
金
を
贈

り
ま
し
た
。

国

　

体

一
月
十
七
日
、
日
輪
閣
・
土
井

之
内
会
館
で
第
四
〇
回
国
民
体
育

大
会
江
府
町
実
行
委
員
会
総
会
並

び
に
解
散
式
が
開
か
れ
、
関
係
者

六
十
二
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

大
会
終
了
に
伴
い
、
江
府
町
実

行
委
員
会
は
、
昭
和
六
十
一
年
三

月
三
十
一
日
を
も
っ
て
廃
止
と
在

り
ま
す
。

産

　

業

栗
尾
地
区
集
会
施
設
及
び
簡
易

給
水
施
設
の
し
ゅ
ん
工
式
が
十
二

月
二
十
六
日
、
乗
尾
会
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

教
　
育

ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
開
幕
に
伴
い
、

十
二
月
二
十
六
日
、
奥
大
山
ス
キ

ー
場
で
ス
キ
ー
場
開
き
祭
が
行
わ

れ
、
町
内
小
中
学
生
、
地
元
ス
キ
ー

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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家庭・地域・職場での実践を強化しよう

町同和教育研究集会
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に
研
究
・
討
議
を
行
う
と
と
も
に

家
庭
・
地
域
・
職
場
ぐ
る
み
で
同

和
問
題
解
決
に
む
け
て
積
極
的
な

実
践
活
動
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

刷
　
　
実
践
」
と
題
し
て
、
愛
知
大
学
山

山
　
　
本
登
教
授
の
講
演
を
聞
き
、
熱
心

二
月
二
十
八
日
、
土
井
之
内
会

館
で
、
「
江
府
町
に
お
け
る
部
落

差
別
の
早
期
解
決
を
は
か
る
た
め

に
生
活
の
中
で
実
践
活
動
を
ど
の

よ
う
に
進
め
た
ち
ょ
い
か
」
を
テ

ー
マ
に
、
町
同
和
教
育
研
究
集
会

が
開
催
さ
れ
、
二
百
五
十
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
学
校
・
地
域
・
職

場
で
の
同
和
教
育
の
状
況
発
表
と

全
体
討
議
、
午
後
は
、
「
み
ん
を

で
取
り
組
む
身
近
な
同
和
教
育
の

▲佐川集会所での伝達講習会

地
域
に
生
か
そ
う
と
、
各
地
区
の

集
会
所
で
講
習
会
を
開
い
て
い
ま

す
。活

動
の
内
容
は
、
バ
ラ
ン
ス
食

を
主
体
に
高
血
圧
予
防
の
た
め
の

減
塩
食
、
貧
血
、
肥
満
予
防
食
な

ど
食
事
か
ら
く
る
疾
病
予
防
の
指

導
と
健
康
づ
く
り
の
お
て
つ
だ
い

で
す
。生

命
の
根
源
で
あ
る
食
事
に
つ

い
て
、
推
進
員
さ
ん
と
一
緒
に
勉

強
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

食
生
活
改
善
協
議
会

健
康
づ
く
り
の
お
て
つ
だ
い

町
民
の
健
康
づ
く
り
を
す
す
め
　
　
改
善
講
座
が
開
か
れ
、
修
了
生
は

る
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
昭
和
五
　
　
九
十
名
。
現
在
、
食
生
活
改
善
推

十
四
年
度
か
ら
六
年
間
、
食
生
活
　
　
進
協
議
会
推
進
員
と
し
て
知
識
を

昭和61年3月25日発行－（4）

町　長　日　誌

2　月

1日（土）道路公団所長来庁

3日（日）予算査定

4日伏）予算査定、俣野川発電所建設

所次長来庁

5日（水）西ノ島交歓スキー教室、東さ

ぬき地区自然休養村事務組合

視察来庁

6日休）在　勤

7日（劫　民生委員会

8日（土）宮市区会

10日（月）県耕地課長来庁、宮市原行政

座談会

12日（水）西普叩丁村会総会、定例会（米

子市）

13日休）日野郡行政懇談会（日野町）、

洲河崎部落役員来庁、町外弔

問

15占（土，（冨冨芸芸霊芸芸全）
17日（月）江尾区役員来庁

18日伏）転作配分区長会、道路公団協

議会、町内弔問

19日（水）県町村会総会（三朝町）

20日休）森林組合労務珪石刑碁会（米子市）

21日（金）東京出張

～（

ふるさと情報センタ

理事会

23日（目）町婦人会役員一泊研修（米子

市）

24日（月）在　勤

25日伏）総合計画審議会

26日（水）在　勤

27日休日　日野町江府町日南町衛生施設

組合議会臨時会（江府町）

28日（金　町同和教育研究集会、尾上原

部落役員来庁

ヤ
ー
が
初
す
べ
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

第
九
回
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が

一
月
五
日
行
わ
れ
、
百
五
十
人
が

参
加
。
小
学
校
低
学
年
男
女
、
小

学
校
高
学
年
男
女
、
中
学
生
男
女
、

一
般
男
子
そ
れ
ぞ
れ
第
三
位
ま
で

に
メ
タ
ル
と
参
加
者
全
員
に
記
録

証
を
大
会
長
よ
り
授
与
し
ま
し
た
。

一（巾－廿へ小職‥l J
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母
子
・
父
子
家
庭

卒
業
生
を

三
月
三
日
、
土
井
之
内
会
館
で

こ
の
春
中
学
校
を
卒
業
す
る
母
子

父
子
家
庭
の
生
徒
三
人
の
前
途
を

祝
福
し
、
励
ま
す
会
が
関
係
者
多

数
の
出
席
に
よ
り
開
か
れ
ま
し
た
。

励
ま
す
会
で
井
上
町
長
は
、
戦

国
の
武
将
山
中
鹿
之
介
の
　
〃
我
に

七
難
八
苦
を
与
え
た
ま
え
〟
　
の
教

え
を
説
き
、

「
人
生
に
は
い
ろ
い
ろ
を
苦
労
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
苦
労
を
根
性
で

受
け
と
め
、
勇
気
を
も
っ
て
乗
り

激
励

越
え
、
立
派
に
自
分
の
人
生
を
歩

ん
で
下
さ
い
」
と
激
励
し
、
一
人

一
人
に
自
筆
の
色
紙
と
記
念
品
を

贈
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
生
徒
を
代
表
し

下
場
哲
君
（
江
尾
）
が
「
皆
さ
ん

の
ご
期
待
や
激
励
に
報
い
る
よ
う

一
生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
お

礼
を
の
べ
た
後
、
全
員
そ
ろ
っ
て

母
子
会
奉
仕
の
昼
食
会
で
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

金昏喜首◎

ト
謝
辞
を
の
べ
る

下
場
哲
君
　
（
江
尾
）

島地夢昏餅夢

・推進員　　　森　田　喜　代も

少しでも多くの人に

知識の伝達を

食
生
活
改
善
の
鍵
を
に
ざ
る
の

は
主
婦
で
あ
り
、
母
親
で
す
。

こ
の
度
の
佐
川
会
場
で
の
講
習

会
は
、
夕
暮
れ
の
忙
し
い
時
間
に

手
早
く
で
き
、
し
か
も
栄
養
の
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
献
立
の
講
習
を

し
ま
し
た
。
参
加
人
員
は
、
十
名

程
度
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
に
”
ま

た
教
え
て
下
さ
い
〟
と
大
変
よ
ろ

こ
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

食
生
活
改
善
講
座
で
学
ん
で
、

家
庭
は
も
ち
ろ
ん
、
皆
さ
ん
に
ア

ド
バ
イ
ス
が
で
き
感
激
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
伝
達
の
機
会
を
増
や

し
、
地
域
に
少
し
で
も
役
立
ち
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

納税相談の合い間に

クツ健康チェ

今
年
も
所
得
税
の
確
定
申
告
の

時
期
と
な
り
、
江
府
町
で
も
二
月

二
十
一
日
か
ら
十
四
日
間
に
わ
た

り
納
税
相
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
申
告
に
こ
ら
れ
る
方

た
ち
に
こ
の
納
税
相
談
の
合
い
間

を
利
用
し
て
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

し
て
も
ら
お
う
と
、
保
健
婦
に
よ

る
健
康
相
談
所
を
開
設
し
ま
し
た
。

待
て
ば
長
い
待
ち
時
間
、
内
容

は
血
圧
測
定
と
問
診
だ
け
で
す
が

納
税
相
談
会
場
の
一
角
に
設
け
ら

れ
た
こ
の
健
康
相
談
…
気
軽
で
簡

単
と
を
か
を
か
好
評
で
し
た
。

棚田昏哲多
毛
糸
の
帽
子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

下
蚊
屋
婦
人
会

下
蚊
屋
婦
人
会
で
は
、
毎
年
、

部
落
の
敬
老
会
で
お
年
よ
り
に
手

作
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
た
び
、
町
内
の
身
体

の
不
自
由
な
お
年
よ
り
に
暖
か
い

冬
を
過
ご
し
て
も
ら
お
う
と
、
会

員
が
手
わ
け
し
て
、
手
編
み
の
帽

子
を
作
っ
て
、
善
意
銀
行
に
贈
り

ま
し
た
。

善
意
の
帽
子
八
枚
は
、
さ
っ
そ

く
家
庭
奉
仕
員
に
よ
っ
て
お
年
よ

り
た
ち
に
届
け
ら
れ
大
変
よ
ろ
こ

ぼ
れ
て
い
ま
す
。

Soumu
四角形
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㊧㊨㊥㊨㊨㊨⑬◎㊨⑲⑤⑬㊥⑬
いるこの制度が、増加する医療費によって、

現在、財政上きわめて困難別犬況に追いこま

れています。そのようななかで、4日1日か

ら医療費が上がります。

国保制度を守るために、医療費の節約を心

がけましょう。

国民健康保険は、みをさんがふだんからお

金を出し合い、これに政府も財政負担して、

病気になって不時の出費を必要とするとき、

お互いに経済的負担を助け合おうという趣旨

でできた制度です。

みなさんの生活に欠かせないものとなって

★
医
療
の
現
状
は

急
速
に
進
む
高
齢
化
、
慢
性
病

の
増
加
な
ど
疾
病
構
造
の
変
化
、

健
康
に
対
す
る
意
識
の
高
ま
り
、

そ
れ
に
伴
う
医
療
ニ
ー
ズ
の
増
大

・
多
様
化
と
、
医
療
保
険
を
め
ぐ

る
状
況
の
変
化
は
、
医
療
費
の
増

加
に
大
き
く
か
か
わ
る
要
因
と
在

っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
昭
和
五
十
六
年
現
在
、

六
十
五
歳
以
上
の
お
年
よ
り
は
、

国
民
全
人
口
の
九
・
一
琵
で
す
が
、

そ
の
医
療
費
は
全
体
の
三
割
強

を
占
め
、
六
十
五
歳
未
満
の
人
の

約
三
・
六
倍
に
在
っ
て
お
り
、
今

後
も
人
口
の
高
齢
化
に
伴
う
医
療

費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

江
府
町
で
も
、
近
年
、
医
療
費

が
急
増
し
、
医
療
費
総
額
は
五
十

八
年
度
が
三
億
〇
、
〇
七
四
万
八

千
円
、
五
十
九
年
度
に
三
億
二
、

三
二
三
万
三
千
円
で
一
人
当
た
り

の
医
療
費
は
、
一
〇
万
一
、
九
九

七
円
（
県
平
均
八
万
五
、
二
三
三

円
）
と
県
下
で
ト
ッ
プ
と
在
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
医
療
費
の
増
大
は
、
保
険

税
の
増
税
と
い
う
型
で
、
私
た
ち

の
生
活
に
も
負
担
が
か
か
っ
て
い

る
の
で
す
。

★
医
療
費
が
実
質
〇
・
七
琵
値
上
げ

そ
の
よ
う
を
を
か
で
、
四
月
一

日
か
ら
医
療
費
が
二
・
二
律
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。
同
時
に
国
民
健

康
保
険
で
使
わ
れ
る
薬
代
や
治
療

材
料
費
が
医
療
費
に
換
算
し
て
、

一
・
六
詫
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
の

で
、
実
質
〇
・
七
霊
の
引
き
上
げ

と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
医
療
費
の
自
己
負
担
額

が
〓
定
額
以
上
に
な
っ
た
場
合
、

国
保
か
ら
そ
の
超
え
た
分
の
お
金

が
払
い
も
ど
さ
れ
る
高
額
療
養
費

の
自
己
負
担
の
限
度
額
が
五
万
一

千
円
か
ら
五
万
四
千
円
に
引
き
上

げ
ら
れ
ま
す
。

★
医
療
費
の
節
約
を

一
人
ひ
と
り
の
ち
ょ
っ
と
し
た

心
づ
か
い
が
医
療
増
大
の
大
き
な

歯
止
め
と
な
り
ま
す
。
次
の
よ
う

を
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

昭和59年1人当たり療養諸費保険者負担額（老健拠出金含む）

本

津

江

山

向

山

南

野

府

口

　

順

吉

岸

日

症

大

名

中

日

日

江

溝

ハ
シ
ゴ
受
診
－
－
傾
性
結
膜
炎
で

A
病
院
に
か
か
っ
て
い
ま
し
た

が
泊
り
が
遅
い
の
で
B
病
院
、

C
病
院
と
三
つ
の
眼
科
に
か
か

っ
て
い
ま
す
。
ど
こ
で
も
同
じ

よ
う
を
処
置
や
投
薬
を
受
け
る

わ
け
で
す
か
ら
、
こ
れ
は
大
変

を
ム
ダ
使
い
で
す
。

浮
気
受
診
－
－
ち
ょ
っ
と
医
者
に

か
か
り
、
す
ぐ
転
医
す
る
の
で

は
医
療
費
が
二
倍
、
三
倍
と
増

え
る
ば
か
り
で
す
。
き
ち
ん
と

し
た
治
療
方
針
の
も
と
に
根
気

よ
い
治
療
を
続
け
ま
し
ょ
う
。

や
り
直
し
診
療
－
総
入
れ
歯
を
作

り
、
ど
う
も
う
ま
く
合
わ
老
い

の
で
別
の
歯
科
で
作
り
直
し
ま

し
た
。
入
れ
歯
は
最
初
か
ら
き

っ
ち
り
合
う
こ
と
は
を
い
の
で

す
。
作
り
直
し
は
い
け
ま
せ
ん
。

中
途
半
端
受
診
－
む
し
歯
で
歯
科

医
院
に
通
い
出
し
、
痛
み
が
治

る
と
そ
の
ま
ま
受
診
を
中
止
。

今
度
痛
み
出
し
た
と
き
は
、
治

療
は
何
倍
も
余
計
に
か
か
り
ま

す
。
早
期
に
徹
底
し
た
治
療
を

受
け
る
の
が
医
療
費
節
約
の
基

本
で
す
。

㊧

⑳
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四
月
か
ら

保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

人の動き

1　月　届

一佐御本
旦　川　机三

報町府江

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
昭

和
六
十
一
年
四
月
か
ら
一
か
月

七
、
一
〇
〇
円
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
付
加
保
険
料
を
納
め

て
い
る
人
は
、
一
か
月
七
、
五

〇
〇
円
に
を
り
ま
す
。

国
民
年
金
を
支
給
す
る
財
源

は
、
加
入
者
の
納
め
る
保
険
料

と
国
の
負
担
す
る
国
庫
金
で
ま

か
を
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
加

入
者
の
適
正
を
負
担
が
必
要
と

を
り
ま
す
。

保
険
料
の
願
は
、
将
来
に
わ

た
っ
て
財
政
の
均
衡
を
保
つ
こ

と
が
で
き
る
も
の
で
を
け
れ
ば

な
ら
を
い
た
め
、
昭
和
六
十
二

年
四
月
以
降
も
毎
年
三
〇
〇
円

ず
つ
段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

を
お
こ
の
保
険
料
微
に
つ
い

て
は
、
前
年
に
基
礎
年
金
が
物

価
ス
ラ
イ
ド
に
よ
っ
て
引
き
上

げ
ら
れ
た
場
合
は
そ
の
率
に
応

じ
て
改
定
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
を
未
納
に
し
て
お
く

と
受
給
の
際
、
年
金
が
も
ら
え

な
く
な
っ
た
り
額
が
少
な
く
な

っ
た
り
し
ま
す
の
で
月
々
き
ち

ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

月
々
納
め
る
の
が
め
ん
ど
う

を
人
に
は
、
割
引
き
の
あ
る
前

納
制
度
、
ま
た
、
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
困
艶
を
人
に
は
免

除
制
度
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
民
生

謀
国
民
年
金
係
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

■

お
誕
生
お
め
で
と
う

下
安
井
　
三
輪
綾
子
　
貴
意
　
長
女

ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

香
美
田

下
垣

㍉
）米

子
市

美
用
か
ら

ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

佐本佐
川　一　川

森
谷
孝
松
　
8
5
歳
　
明
夫
宅

八
加
部
仁
一
3
6
歳
　
銀
市
宅

住
田
政
代
　
7
0
歳
　
義
光
宅

t．t

善
意
銀
行
受
払
報
告

1
・
十
二
月
末
累
計
額

三
百
五
十
五
万
一
千
六
百
十
九
円

2
．
一
日
中
寄
付
額

四
十
一
万
円

内
　
　
訳

香
典
返
し
二
十
五
万
円

快
気
祝
　
十
六
万
円

3
．
一
月
未
累
計
額

三
百
九
十
六
万
一
千
｛
ハ
百
十
九
円

松
尾
ヨ
シ
約
歳

小
椋
す
み
ゑ
76
歳

篠
原
正
明
7
3
歳

長
尾
い
そ
9
9
歳

コー
つ
ま

寛
宅

勉
宅

澄
子
宅

正
一
宅

がと

1月中寄託分

J
　
ご

ビ

香
典
返
し
と
し
て

御
　
机
　
小
椋
　
勉
殿

（
母
す
み
ゑ
様
ご
逝
去
）

佐
　
川
　
篠
原
澄
子
殿

（
夫
正
明
様
ご
逝
去
）

本
　
三
　
松
尾
眞
吉
殿

（
妻
ヨ
シ
様
ご
逝
去
）

貝
　
田
　
森
田
　
稔
殿

（
養
父
勝
史
様
ご
逝
去
）

本
　
二
　
永
橋
裕
子
殿

（
養
母
永
井
照
子
様
ご
逝
去
）

本
　
五
　
川
端
一
美
殿

（
祖
父
括
美
様
ご
逝
去
）

佐
　
川
　
森
谷
明
夫
殿

（
父
孝
松
様
ご
逝
去
）

佐
　
川
　
住
田
義
光
殿

へ
母
救
代
様
ご
逝
去
）

米
子
市
　
出
原
芳
子
殿

（
夫
友
一
様
ご
逝
去
）

本
一
八
加
部
銀
市
殿

（
3
男
仁
一
様
ご
逝
去
）

内
祝
と
し
て

御
　
机
　
川
上
　
馨
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
　
二
　
山
本
救
枝
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

小
江
尾
　
篠
田
澄
江
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

荒
　
田
　
藤
原
成
堆
殿

（
長
男
宏
司
様
退
院
）

本
　
二
　
徳
岡
福
二
殿

へ
ご
本
人
様
退
院
）

本
　
二
　
徳
岡
依
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

‖
ハ
　
田
　
森
田
和
正
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
　
四
　
手
島
三
年
夫
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

新
　
二
　
吉
田
　
正
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

下
蚊
屋
　
梅
田
万
枝
殿

へ
ご
本
人
様
退
院
）

新
　
道
　
山
部
政
市
殿

つ
J
本
人
様
退
院
）

一
旦
　
宇
出
川
ま
さ
よ
殿

へ
母
い
そ
様
百
歳
）

以
上
、
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄

付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

Soumu
四角形

Soumu
四角形

Soumu
四角形



江　　府　　町　　報

慮

⑳

健康のバロメーター

いつまでも寒い日が続きますが、みをさん

の生き舌はどうでしょうか。規則正しい生～舌を

しておられますか？それともこたつに入って

ばかりですか？当然そうなれば太ってきます。

ミ冬になれば太って困るミ　という声をよく聞

きます。

60年度総合検診時の†太りすぎの人ミの結

果をまとめてみました。

年代別にみますと表のとおり、40代・50代

の太りすぎが目立つようです。

□年代別・男女別にみた肥満者の比率

20歳（7人）

30　（21人）

男（9人）
40

50

60

70

80

女（41人）

男（27人）

女（71人）

男（20人）

女（41人）

男（11人）

女（16人）

男（1人）

女（3人）

15．3％　　　　　84．7％

15．3％　　　　　84．7％

・15．1％　　　　　84．9％

4．8％　　　　　　　95，2％

14．3％　　　　　85．7％

地区別にみますと、神奈川地区女性が町内

ではもっとも太った方が多いようです。

太りすぎがいけないのは、単に「格好が悪

いから」とか、「合う洋服がをくて不経済だ

から」をどという理由ばかりではありません。

太りすぎは心臓や血管に余分を負担をかけ、

高血圧、動脈硬化を招きます。その結果、脳

卒中、心臓病、糖尿病という命にかかわる病

気が起こりやすくをります。

体重は家庭において簡単にはかれる健康の

バロメーターです。標準体重のめやすは（身

長－100）×0．9です。あなたの体重がその数

値の一割以内をらば正常です。またプラス二

割未満は軽い肥満で、プラス二割以上は肥満

といわれています。太りすぎの人はまず、標

準体重に近づけるよう注意しましょう。（石原）

昭和61年3月25日発行－（8）
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